
 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆◆ 入 会 式 ◆◆◆ 

                

           今野義也さん  1974年９月生まれ 

              マルヤス家具製作所代表 

    

 

★ 会長の時間 藤原太伸会長 

今日はまた新たにメンバーが入会されました。先ほど齊藤会員からご紹介頂きました 

今野義也さんです。我が大船渡西 RCに入会して頂き本当に有難うございます。心より 

歓迎申し上げます。彼は、青年会議所時代にも幾度か我が西クラブ例会に参加されてお 

り、青年会議所理事長の経験もありますので、顔見知りの方も多いと思います。そして

今野勇さんの後を継ぎマルヤス家具製作所の社長でもあります。ロータリーのメンバーには、顔見しりも多

くすぐに溶け込めると思います。これからは、会員の皆様方と親睦・交流（コミュニケーション）深めて頂

き、早くロータリーを楽しんでほしいものです。そしてノミュニケーションの場でもご活躍をご期待して居

りますので、宜しくお願い致します。推薦者の方・そして会員皆様方、新入会員のサポートを宜しくお願い

致します。 

 今日は、ロータリーのライターの池辺様、カメラマンの佐藤様、例会に参加して頂き有難うございます。

大船渡西ロータリークラブのロータリーの友掲載の為の取材と言う事での訪問でございます。会員の皆様に

は多くの話題を提供して頂き、そして親睦もして頂き、大船渡の PRもよろしくお願い致します。 

 今日の会長の時間は我が大船渡西クラブの姉妹クラブ・韓国南原中央クラブで行われているプロジェクト

についてご報告させて頂きたいと思います。 

 このプロジェクトについては、昨年 9月 21日に南原中央クラブから事務局の方にメールが届いてからの

お話です。 

南原中央クラブでは、今年度グローバル補助金の事業が計画されていますので大船渡西ロータリークラブに

援助国になってほしいとのことでした。 

プロジェクトの内容は、韓国南原地区において、多くの国際結婚に伴い（日本・ベトナム・フィリピン等）

多文化家族の比率が多くなり、韓国に嫁いできた奥様が、子供との会話・近隣住民との会話及びコミュニケ

ーションが、言葉の違い・習慣の違い等により、問題が生じている現状を解決するために、韓国に嫁いでき

た奥様・そして子供に対して韓国語の会話教室・ハングル文字の習得（韓国語の識字率向上）を、サポート

していく為に、施設提供・カウンセラーの提供等の事業を展開していくためのプロジェクトのようです。 

・・・ 例 会 記 録 ・・・ 

           ２月第３週例会 ２０１７年 ２月１６日（木）  

ソ ン グ ： それでこそロータリー   ボックス ：３８，０００円 （報告者 志田成樹会員） 

お客様紹介 ： 本日の講師 チョウ・ヒン様 R友誌ライター 池辺史生様 同カメラマン 佐藤敬様 

本日出席率 ： ５０．５８ ％ 前回修正後６８．９７％（ﾒｰｷｬｯﾌﾟ 11名）(報告者 佐々木敏彦会員） 
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2016~2017年度 

大船渡西ロータリークラブ会報 



調達資金 １．3670地区の地区財団活動資金（DDF）  10.000ドル 

２．南原中央クラブ資金           3.000ドル 

３．2520地区の地区財団活動資金（DDF）  10.000ドル 

４．大船渡西クラブ支援金          1.667ドル 

５．国際財団活動資金（WF）上乗せ資金   22.333ドル 

合計   47.000ドル 

プロジェクトの予算 

１． 研修費 韓国語教育プログラム講師費  14.640ドル 

２． 研修費 韓国語能力試験費       7.207ドル 

３． 研修予備費               9.009ドル 

４． 備品費                  788ドル 

５． 運営費                15.356ドル 

                 合計   47.000ドル 

プロジェクトの内容及び予算の内訳を説明させて頂きました。 

プロジェクトの進行状況としては、3670地区の地区財団委員会承認・2520地区の地区財団委員会承認・大

船渡西ロータリークラブ合意、そして最終段階 国際ロータリー財団承認待ちとの事です。 

東日本大震災の際は多大なる支援を頂き、姉妹クラブでもある南原中央クラブであります。そして今年度の

濱守ガバナーの「復興支援に感謝して」という旗じるしに賛同出来る事業だとも思います。 

南原中央クラブのグローバル補助金事業が成功されますことを願い、会員皆様にご報告とさせて頂きます。 

つきましては、この事業が今年度内に実行された暁には、開校式等行われるようでございます。ユン・ソン

ギ会長から、その節は是非出席して頂ければと言われております。会員の皆様には、是非その節はご賛同お

願い申し上げ、会長の時間とさせて頂きます。 

 

◆◆◆   幹事報告  ◆◆◆ 

 

 １ ガバナー事務所より 

  ガバナーノミニー及びガバナーノミニー・デジグネイト決定のお知らせが届いています。 

    ガバナーノミニー 盛岡ロータリークラブ 田中堯史(たなかたかふみ)会員 

    ガバナーノミニー・デジグネイト 仙台北ロータリークラブ 鈴木(すずき) 賢(けん)会員 

 

 ２ ガバナーエレクト事務所より 

   会長エレクト研修セミナー（PETS）の案内が届いています。 

    日 時  ３月１２日（日）１３時～       場 所  メトロポリタン仙台 

 

 ３ RI日本事務局より   2016年版手続き要覧が届いています。（購入希望者は申し出ください。） 

 

 ４ 東海社会文化基金より  顕彰式参加へのお礼と当日の集合写真が届いています。 

 

               ◆◆◆   委員会報告  ◆◆◆ 

 

★紀室綾子青少年奉仕委員長 

  １８日土曜日に開催されます IAC三年生を送る会への参加者を募集しております。多くの会員さんに 

  卒業する生徒さんへエールを送って頂きたいと思います 

   バスを利用される方は、１１時３０分東高出発時間厳守でお願いします。 



            Rの友誌掲載記事の取材でライターの池辺様・カメラマンの佐藤様が当クラブにお出で 

下さいました。 

池辺様より： 

３０年ほど前にサバ漁船に乗って大船渡に寄港そのまま東京に帰り滞在は今回が初めて。  

皆様からお聞きした事をしっかり記事にまとめ佐藤撮影の写真と共に来月末の「友誌」   

に掲載したいと思います。 

                   

           

◆◆◆   本日のプログラム  ◆◆◆ 

               国際奉仕アワー ：  チョウ・ヒン様卓話 

         

         講師紹介： 

          東京の日本語学校卒業 

          奥様と共に鎌田水産（株）の加工場で勤務する中国出身の２９歳  

          勤務先では、他の中国人従業員の通訳としても活躍 

３歳の娘さんを中国に残してきているが、日本の小学校に入学させる予定 

 

みなさんこんにちは。チョウと申します。今日このチャンスを頂いで、どうもありがとうございます。  

日本に来てから大体３年がたった。日本は豊かで安全で綺麗な国だと思っている。そして、日本人は親切で

優しいです。この 3 年間色々なことが有って、日本人の知り合いも助けてくれて、かばってくれて、ありがと

うございました。         

これから自分が体験した日本と中国の生活を話します。日本語がそんなにペラペラじゃ無いから何か間違っ

たらよろしくお願いします。     

2015年 4月 1日日本へきて留学生として東京に 1年居ました。私が最も感動したのは日本人の礼儀正しい所

です。初対面の人に会うとき、中国人は握手で日本人はおじぎをします。    

日本人の最初の印象は他人に対して無関心で有るように感じられたが、いったん友人になれば一生の友人にな

れることを実感した。学校の先生からボランティアの方々、また生活の中で会った人達もみんな優しくて、思

いやりがあってすごく良いと思います。         

病気で学校の先生と一緒に病院で診察をしたとき、医者が患者に対する姿勢に私は深い印象を持っています。 

医者は患者に対して親切に接し、患者さんの意思を尊重し病状に対して真剣に説明していました。  

留学での生活は楽しいことも沢山ありました。        

毎学期、有意義な旅行に参加して日本の文化、自然を感じたりしています。すごく楽しい体験だと思います。 

このような日本での留学生活は自分を変えて自分の人生の中で、かけがいのない宝物になったと非常に満足し

ています。 

2016 年 4 月 14 日 鎌田水産のおかげで学校をでて就職しました。工場での仕事は初めてだから色々な事があ

った。でも皆は辛抱強く教えてくれた。学校の先生も手紙を書いてくれて励ましてくれました。私は元気を出

して頑張りました。   

仕事の中で日本人と中国人の違いに一つ気づきました。感情の表現の上で日本人は余り感情を顔に表さないで

能面のようだ、と言う人がいる。中国人だったら面白いときには大きな声で大きな口を開けて笑ったり、怒っ

た時にはおおきな声で罵りの言葉を言ったりして怒りの感情をハッキリ表すが日本の場合は反応がもっと少な

い。それは日本で感情をハッキリ顔に表すのは良くない、大人気ないと考えられているからだ思います。  

今年 1月 22日に帰国しました。 子供と 1年ぶりに会って、なんと嬉しかったこと。    

おもしろい事がありました。寝る前に 3歳の娘は妻に「ママ、私と一緒に寝ましょう。パパと一緒にダメだよ」 

と言った。「どうして」私が聞くと、魚に関する仕事で体が生臭いから。この話を聞いて家族の皆が笑った。 



1月 28日は中国の正月です。中国の正月は毎年決まった日では無い。     

特別の計算方法で作られた旧暦で正月の日が決まる。正月が近づくと人々は忙しくなる。1 年中頑張って仕事

をしてもらった給料で新しい服や物などを買います。     

それから、部屋を掃除した後、親族にあげるプレゼントを持って親族の中で一番年上の人の家に行きます。 

みんな集まって一緒に正月を祝う、夕方の頃からみんな一緒に特定のテレビ番組を見ながら晩ごはんの準備も

します。中国では正月の日のご飯は餃子と決まっている。餃子は春節に欠かせない食べ物になった。  

その一つの理由は、餃子の形は中国古代のお金と似ている。春節に餃子を食べることを「富をもたらす」とし

ている。     

もう一つの理由は餃子にはアンがあるが、人達は縁起物をアンに入れ新しい一年の希望をたくします。 で

も餃子の代わりに、もち米団子を食べる所もあるそうだ。      

皆久しぶりに会うため食事の前から色々喋ったりしている。年長の人は子供にお年玉をあげる。子供はお年玉

を貰って、この一年間安全的に過ごせる事になる。 

お年玉は形式が二つあります。         

一つは色彩がある紐で籠の形状にし、ベットの足に置く。       

もう一つは一番人気がある。それはお金を赤紙で包んで子供に配る。  

近年お年玉の額がだんだん上がって、年長者もお年玉のことで大変になった。     

午後 12時くらいにご飯を食べた後みんな一緒に花火をして遊び正月の日は父の家に帰る。その翌日は母の家族

に会う。一緒にご飯を食べたり新年の計画などを喋ったりしてとても楽しい。私は正月が大好きだが日本に来

てから、なかなか帰れない。本当に残念だと思います。 

時間の経つのは早いです。日本へ来てから大体 3年です。この 3年間、楽しい事があり、苦しい事があり。 

すべては人生の宝物として一生忘れない。これからも前に向かって、自分を信じて進みます。  

               どうも、ありがとうございます。

    事務局員より： 

会長・幹事より 誕生祝のケーキを頂きました。ありがとうございました。 

 

 

 

◆ 東高校 IACの「３送会」 ◆ 

 

 

 

  

 

 2月 18日（土）味どころ休石で行われました。 

卒業生 9 名中 8名が出席。その内福祉関係 3名、さいとう製菓・東北電力・橋爪商事など地元就職が内定・決

定したそうです。これからもボランティアを続けたいと言っておりました。会長・次期会長などロータリアン

から激励の言葉も頂き、部長にはアクター賞・ほかの部員には奨励賞が授与されました。 

 

 

 

 

 

※お料理（お煮しめ・手作りこんにゃく・おからサラダ・くるみ餅・手打ちそば等 10品）とそれを作って下さ

った方々       食の匠 休石璀子さんよりお料理の説明をして頂きました。                                                                          


